
ミスト（微小な水滴）・高速冷風を製品に効率的に噴射することで、従来の100分の1以下の冷却時間
と製品不良の解消を両立した冷却が可能です。

冷却時間の大幅短縮･･･金属製品（0.1～10kg）を900℃から50℃まで、最短で約1分で冷却。

割れと水残りの解消 ･･･水残りや割れといった製品不良を解消。

エアレス化・・・ファンや一流体ノズルを採用して、圧縮空気を一切使用しない構造。

集塵機能の付加・・・集塵機能を付加することで、中子の砂などの飛散を防止。

連続式ラインへの適用・・・装置を組み合わせることで、連続式ラインへも適用可能。

省スペース･･･コンパクトな設計のため、簡易組付けで自由なレイアウトが可能。

製品を一個単位で冷却できるため、自動車業界で求められている、製品一個を短時間で処理する
生産方式（一個流し）に最適です。生産時間・在庫・不良品の削減に貢献します。

加熱後の冷却工程

工場の金属製品を冷却する工程で主流となっている自然放
熱やファンを用いた冷却方法は、冷却時間が長く、設置ス
ペースが大きいという課題がありました。また、冷水に浸漬し
て冷却時間を短くする方法では、割れの発生による製品不良
や、冷却後に乾燥が必要であることが課題でした。
このため、冷却時間の短縮と製品不良の解消を両立する冷
却方法が求められていました。
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取得済

冷却装置は、加熱装置に比べると、技術開発が遅れているのが実状でした。従来の冷却方法の割

れや水残りといった課題を洗い出したうえで、金属を数分の短時間で、しかも温度を均一に冷却でき

る装置の開発に挑戦しました。数々の失敗を乗り越えて、開発に成功しました。
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